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1. 調査団員・氏名 

氏名 担当分野 所属先 

(1) JICA  

林 宏之 総括 

（第一次、第二次現地調査） 

JICA 産業開発・公共政策部 

参事役 

伏見 勝利 総括 

（第三次現地調査） 

JICA ウズベキスタン事務所 

所長 

中谷 美文 協力企画 JICA 産業開発・公共政策部 ガバナ

ンスグループ 行財政・金融チーム 

村井 博満 実施監理 JICA ウズベキスタン事務所 

所員 

ルザン・ホジキャン  JICA ウズベキスタン事務所 

在外専門調整員 

(2) コンサルタント 

眞弓 武文 業務主任/消防計画/消防体制 

/運営維持管理計画（2） 

株式会社アンジェロセック 

事業本部 

佐野 淳 副業務主任 

/運営維持管理計画（1） 

株式会社アンジェロセック 

事業本部 

小林 聖仁 消防車両計画（1） 

/調達計画（2）/積算（2） 

株式会社片平エンジニアリング・ 

インターナショナル 開発事業本部 

上橋 信行 消防車両計画（2） 

/調達計画（1）/積算（1） 

株式会社アンジェロセック 

事業本部 

ハルチュニャン・ヴァ

ルディテル 

アルメニア語通訳 株式会社アンジェロセック 

（補強） 
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2. 調査行程 

2.1 第一次現地調査 

官団員(JICA)

1、2、3、4 5 6 7 8 9

業務主任 副業務主任 消防車両計画(1) 消防車両計画(2) 亜語通訳

消防計画／消防体制 /運営維持管理計画(1) /調達計画(2)/積算(2) /調達計画(1)/積算(1)

/運営維持管理計画(2)

（眞弓 武文）（ISEC) （佐野 淳）（ISEC) （小林 聖仁）（KEI) （上橋 信行）（ISEC)

1 9月17日 土
インセプションレ
ポート等関連資料

翻訳

2 9月18日 日
インセプションレ
ポート等関連資料

翻訳

3 9月19日 月

4 9月20日 火

5 9月21日 水

6 9月22日 木

7 9月23日 金

8 9月24日 土

9 9月25日 日

10 9月26日 月

11 9月27日 火

12 9月28日 水

13 9月29日 木

14 9月30日 金

15 10月1日 土
成田発(12:00)SU263→モスクワ着（16:10)

モスクワ発(22:35)SU1866→

16 10月2日 日
エレバン着（02:25）

団内会議

17 10月3日 月

18 10月4日 火

19 10月5日 水

20 10月6日 木

21 10月7日 金 業務主任に同行 同上 機中

22 10月8日 土

エレバン発（14:45)SU1861→
モスクワ着(16:45)

＜林＞→ベオグラード　＜中谷＞→成田
業務主任に同行 同上

23 10月9日 日 成田着(10:35) 業務主任に同行 同上

24 10月10日 月 業務主任に同行 同上

25 10月11日 火 業務主任に同行 同上

26 10月12日 水 収集資料翻訳 機中

27 10月13日 木 収集資料翻訳

非常事態省救助庁：Rescue Service (RS) of the Ministry of Emergency Situations (MES)

成田着(10:35)

国立危機管理大学、他ドナー等関係機関調査

移動(空路)エレバン発（14:45)SU1861→モスク
ワ着(16:45)、モスクワ発（19:00)SU262

RSと協議(要請機材の仕様確認、協議)

M/D署名　⇒　在アルメニア日本大使館 報告会
移動(空路)エレバン発（14:45)SU1861→
モスクワ着(16:45)、モスクワ発（19:00)

成田着(10:35)収集データ整理、分析

収集データ整理、分析

同上

RSとM/D協議

RSと事業の意向について確認／M/D協議　団内会議（情報共有）

RS キックオフミーティング、RS長官表敬訪問 ⇒ 非常事態省大臣表敬訪問
⇒ エレバン市　第15消防署、第8消防署、整備工場視察 ⇒　在アルメニア日本大使館表敬訪問

収集データ整理、分析、調査方針再確認、団内会議

RSへ中間報告及び方針について協議

シラク地方

同上

収集データ整理、分析

⇒ シラク地方消防救助局本部 ⇒ 第53消防署／Akhuryan ⇒ 第49消防署／Artik
⇒ 第51消防署／Maralik　⇒　中高層ビルサイト・道路等調査

収集データ整理、分析、RSへ中間報告及び方針について協議

第41消防署／Stephanavan　⇒　第43消防署／Tashir ⇒ 第40消防署／Tumanyan  移動（陸路）
⇒ ロリ地方消防救助局本部 ⇒ 中高層ビルサイト視察

移動(空路)　成田発(12:00)SU263 → モスクワ着（16:10)
モスクワ発(22:35)SU1866 →

収集データ整理、分析、調査方針再確認

移動（陸路）　ロリ地方視察：　第42消防署／Spitak ⇒ 東日本大震災慰霊碑 献花
⇒ 第37消防署／Vanadzor ⇒ ロリ地方消防救助局本部 ⇒ 中高層ビル視察　移動（陸路）⇒エレバン市

エレバン（02:25)着

移動（陸路） ⇒ ロリ地方 ⇒ ロリ地方調査 第42消防署／Spitak
⇒ 第37 & 38消防署／Vanadzor ⇒ 第39消防署／Gugark

RS表敬訪問、インセプションレポート説明、質問事項・調査日程打合せ

移動（陸路） ⇒ シュニク地方 ⇒ シュニク地方調査　第57消防署／Sisian ⇒ 第55消防署／Goris

第56消防署／Meghri ⇒ 第58消防署／Kajaran ⇒ 54消防署／Kapan ⇒ 中高層ビルサイト視察

移動（陸路）　⇒　エレバン市

同上

同上

同上

収集データ整理、分析 同上

エレバン市

同上

団員5,6,9 団員7,8

日
順

曜
日

日程

月
日

ハルチュニャン
ヴァルディテル

総括（林 宏之）
協力企画（中谷 美文）

JICAウズベキスタン事務所
協力企画(村井 博満)
(ルザン・ホジキャン)

宿泊地

移動（陸路） ⇒ シラク地方 ⇒　シラク地方調査　 第48消防署／Gyumri
⇒ 第50消防署／Amasia ⇒ 第52消防署／Ashotsk

エレバン市

コンサルタント

エレバン市

同上

同上

シュニク地方

同上

同上

ロリ地方

機中

エレバン市

同上
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2.2 第二次現地調査 

2.3 第三次現地調査 

官団員(JICA)

1, 2, 3 4 5 6 7 8

業務主任 副業務主任 消防車両計画(1) 消防車両計画(2) 亜語通訳

消防計画／消防体制 /運営維持管理計画(1) /調達計画(2)/積算(2) /調達計画(1)/積算(1)

/運営維持管理計画(2)

（眞弓 武文）（ISEC) （佐野 淳）（ISEC) （小林 聖仁）（KEI) （上橋 信行）（ISEC)

1 12月5日 月 機中

2 12月6日 火
ジョージア国

トビリシ

3 12月7日 水
ジョージア国

バトゥミ

4 12月8日 木 同上

5 12月9日 金 トビリシ

6 12月10日 土 エレバン市

7 12月11日 日 同上

8 12月12日 月 同上

9 12月13日 火 機中 同上

10 12月14日 水

11 12月15日 木

12 12月16日 金

13 12月17日 土

14 12月18日 日

15 12月19日 月

16 12月20日 火

17 12月21日 水

非常事態省救助庁：Rescue Service (RS) of the Ministry of Emergency Situations (MES)

成田着(11:40)

RSとM/D署名、第15消防署視察、国立危機管理大学視察

エレバン

団員
1,2,4,5

団員6,7

宿泊地

同上

同上

非常事態省大臣葬儀参列、　RSとM/D協議

在アルメニア日本大使館報告、移動(空路)エレバン発（16:15)SU1861
→モスクワ着(18:25)、モスクワ発（20:00)SU260

同上

同上

同上

機中

⇒陸路⇒（輸送ルートの道路調査）
⇒ポチ ジョージア輸送業者訪問ヒアリング

ポチ港、通関調査

日程

移動(空路)　成田発(13:10)SU261→モスクワ（17:35)
モスクワ(21:25)SU1866→

日
順

月
日

曜
日

総括（林 宏之）
協力企画（中谷 美文）

JICAウズベキスタン事務所
協力企画(村井 博満)
(ルザン・ホジキャン)

コンサルタント

ハルチュニャン・
ヴァルディテル

移動(空路)　成田発(13:10)SU263→モスクワ着
（17:35)　モスクワ発(22:05)SU1892→

ポチ港、通関調査　⇒陸路移動
⇒（輸送ルートの道路調査）⇒トビリシ

RSと機材仕様の協議、
民間整備・部品事情調査

資料整理・分析・質問票回収

団内会議

第8消防署視察、RSとM/D協議

→トビリシ着（1:50)

RSと機材仕様の協議、
民間整備・部品事情調査

団内会議、会議資料翻訳、資料整理

トビリシ(16:30) グルジア航空A9725
→（空路）→エレバン(17:00)

エレバン（01:20)着、
団内会議、RS表敬訪問

RSと機材仕様の協議、
団内会議

1、2、3 4 5 6 7 8

業務主任 副業務主任 消防車両計画(2)

協力企画（中谷 美文） 消防計画／消防体制 /運営維持管理計画(1) /調達計画(1)/積算(1)

/運営維持管理計画(2)

（眞弓 武文）（ISEC) （佐野 淳）（ISEC) （上橋 信行）（ISEC)

1 4月16日 日 　 MD等会議資料翻訳 機中

2 4月17日
月
祝

＜村井＞移動（空路）タシケント発

（04:45) SU1871 →モスクワ着（07:05)

モスクワ発SU1860（09:55)→エレバン着

（13:45)

団内会議及び
会議資料翻訳

エレバン市

3 4月18日 火 同上

4 4月19日 水

＜伏見＞移動（空路）タシケント発

（04:45) SU1871 →モスクワ着（07:05)

モスクワ発SU1860（09:55)→エレバン着

（13:45)

同上

5 4月20日 木 同上

6 4月21日 金 同上

7 4月22日 土
移動（空路）エレバン発（14:45)

SU1861 →モスクワ着（16:45)　モスク

ワ発SU1870（20:55)→着（13:45)

移動（空路）エレバン発（03:25）

QR286→ドーハ着（05:25）ドーハ

発（07:00）QR812 → 羽田着

（22:40）

報告書、資料等
の翻訳

同上

8 4月23日 日 タシケント着(02:45)
報告書、資料等

の翻訳
機中

非常事態省救助庁：Rescue Service (RS) of the Ministry of Emergency Situations (MES)

宿泊地

日程

RSとM/D協議、準備調査報告書（案）説明

(ハルチュニャン・
ヴァルディテル)

日
順

月
日

曜
日

コンサルタント

JICAウズベキスタン事務所
総括(伏見　勝利)

協力企画(村井　博満)
(ルザン・ホジキャン)

官団員(JICA)

「ア」語通訳

エレバン着（00:55）、
団内会議（M/D（案）等の確認、内容調整）

移動(空路)　羽田発(00:01) QR813→ドーハ着（05:50）
ドーハ発 QR285 （20:55）→

移動（空路）エレバン発（03:25）QR286→ドーハ着（05:25）
ドーハ発（07:00）QR812 → 羽田着（22:40）

RS協議(ソフトコンポーネント）

RSとM/D協議、機材仕様書（案）の説明・協議、非常事態省大臣表敬訪問

RSとM/D署名、在アルメニア日本大使館報告

RSとM/D協議、機材仕様書（案）の説明・協議
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3. 関係者（面談者リスト） 

氏名

田口　栄治

前川　恵

Armen Chilingaryan

Sergey Hovhannisyan

Armen Yeritsyan 

Davit Tonoyan

Hamlet Hakobyan

Sofia Harutyunyan

Mariam Gevorggyan

Vahagn Ohanyan

Hamlet Matevosyan

Gharibyan Haykuhi

Gevorg Hovakimyan

Mushegh Ghazaryan

Vrezh Gabrielyan 

Pavel Gyozalyan

Saroyan Arsen

Hovhannes Yemishyan

Sargis Kyureghyan

Karen Babasyan

Mkrtich Ulikyan

Gagik Kirakosyan

Harutyunyan Mher

Kamo Woskanyan

Havhannisyan Hrach

Gharhamanyan Hevon

Havhanninsyan Ashot

Khachatryan Mushegh

Midzoev Vitali

Ghukasyan Anatoli

Davtyan Harayr

Hakobyan Gevorg 

Koroghlyan Hamlet　　　　　　　　　　　ハシゴ車機関員

　　　　　　　　　　　ハシゴ車機関員

　　　第15消防署　署長

国民保護・災害緩和局　計画策定官

　　　　　　課長

　　　　　　　　　　　ハシゴ車機関員

　　　第8消防署　署長

　　　機材保管長

　　　整備工場長

出動管理局　副局長

　　　　　　　　　　　ハシゴ車訓練生

　　　　　　　　　　　ハシゴ車機関員

　　　　　　　　　　　ハシゴ車機関員

　　　　　　　　　　　ハシゴ車機関員

　　　　　　　　　　　ハシゴ車機関員

所属・役職

特命全権大使

二等書記官

副参謀長　（財務担当）

国際関係局　局長

大臣アドバイザー

非常事態省　副大臣

非常事態省　大臣 （後任）

非常事態省　大臣 （前任）

Program Coordinator

Program Coordinator

(1) 在アルメニア日本国大使館

(2)　UNDP Armenia

(3) Swiss Agency for Development and Cooperation

(4)　非常事態省　（Ministry of Emergency Situations: MES) 

(5)　アルメニア救助庁（Rescue Agency of the Ministry of
  Emergency Situations of the Republic of Armania: RS)

機材整備局　整備工場

エレバン市消防救助局

国立危機管理大学 (Crisis Management State Academy: CMSA)

　　　救助学部　学部長

　　　副学長

　　　学長

アルメニア救助庁　副総裁

アルメニア救助庁　総裁

　　　　　　局長　（後任）

消防救助局　局長　（前任）

人道救助センター長
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氏名

Karapetyan Artur

Kirakosyan Armen

Avetisyan Artur

Karapetyan Hovik

Grigoyan Artavazd

Danielyan Vahagn

Hartyunyan Vardan

Chatinyan Artur

Ghazaryan Sashik

Sahakyan Havik

Seyran Khachatryan

Barseghyan Armen

Nalbandyan Artur

Gharakeshyan Sergeg

Babrielyan Serob

Arshakyan Hovsep

Zakaryan Bagrat

Andranik Sahakyan

Hovseplyan Garik

Mkrtechyan Araik

Aghsi Hovsepyan

Ovsanna

Vigen Gevorgyan

Arshak Vardanyan

Tobias Bohn

(9)　ジョージア国輸送業者

　　　M.G. International　プロジェクトマネージャー

　　　MBR LLC　社長

(8)　いすゞ自動車代理店

　　　Grand Avto LLC.　セールスマネージャー

(6)　国家地方開発検査庁

　　　エンジニアリング・工業規格局　副局長

　　　エンジニアリング・工業規格局　局長

(7)　救助庁契約車両整備代理店

　　シュニク地方　

　　　第58消防署（Kajaran） 　署長

　　　第57消防署（Sisian）    署長

　　　第55消防署（Goris）　   署長

　　　シュニク地方　消防救助局本部　本部長

　　ロリ地方

　　　第43消防署（Tashir）　   署長

　　　第42消防署（Spitak）　   署長

　　　第41消防署（Stephanavan）署長

　　                        　 分署長

　　　第40消防署（Alaverdi） 　署長

　　　第39消防署（Gugark）　   署長

　　　第38消防署（Vanadzor）　 署長

　　　第37消防署（Vanadzor）　 署長

　　　ロリ地方　消防救助局本部　副本部長

所属・役職

地方消防救助局

　　　第53消防署（Akhuryan）    署長

　　　第52消防署（Ashotsk）     署長

　　　第51消防署（Maralik）     署長

　　　第50消防署（Amasia）　    署長

　　　第49消防署（Artik）　     署長

　　　第48消防署（Gyumri）　    署長

　　　シラク地方　消防救助局本部　本部長

　　シラク地方
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4. 討議議事録（M/D） 

4.1 第一次現地調査 
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4.2 第二次現地調査 
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4.3 第三次現地調査 
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5. ソフトコンポーネント計画書 

本プロジェクトで行われるソフトコンポーネントの計画書を以下に添付する。 
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アルメニア国 

消防機材整備計画 

準備調査 

ソフトコンポーネント計画書 

2017 年 4 月 

株式会社 アンジェロセック 

株式会社 片平エンジニアリング・インターナショナル
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ソフトコンポーネントで使用する主な機材

1. 消防車（水槽付き消防ポンプ車）

2. はしご車（屈折式もしくは直進式）

ソフトコンポーネントで使用する主な機材のイメージ写真

（水槽付き消防ポンプ車）

はしご車（屈折式もしくは直進式）

屈折式はしご車 

直進式はしご車 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

1-1 本体事業の概要と救助庁の現状 

アルメニア共和国（以下「ア」国という。）は、コーカサスに位置し、国土 2万 9,800 平方キロ

メートル（日本の約 13 分の１）、人口約 300万人（2015 年外務省データ）の内陸国である。 

「ア」国は地震帯に位置する山岳国であり、地震（1988 年にはロリ地方にて死者数約 2.5 万人

のマグニチュード 6.8 の地震が発生）、地滑り、洪水、気象災害（ひょう、暴風等）の災害多発地

域であることから防災は同国政府の重要課題の一つと位置付けられている。そのため「ア」国政

府は 2012 年に「国家防災戦略」を策定し、持続的な国家の発展のためには防災対策制度の構築が

必要であるとしている。また、「中期支出計画（2014～2016）」においても、緊急時の人命救助の

ための消防・救助活動の能力向上を重要課題として揚げている。 

このように防災制度の拡充に向けた取組みの一環として、「ア」国における消防・救助活動の実

働部隊である非常事態省所管の救助庁（Rescue Service：以下、RS という。）は、2012 年に組織

強化された。 

しかしながら、厳しい財政状況に置かれている「ア」国政府は、RS 所管消防署に配備されてい

る老朽化した消防車両の更新を適切に行うことができていない。特に地方部に配備されている消

防車両の老朽化の程度は著しく、故障が頻発し消防車両としての機能を発揮できない状況にある

ことに加え、適切な車両が配備されていないため、火災発生時に十分な消火・救助活動を行うこ

とができていない。 

地方部のうち、本プロジェクトの対象地域あるシラク（人口約 36 万人）、ロリ（約 33万人）、シュ

ニク（約 16 万人）には、首都エレバンに次ぐ第 2～4 の都市（Gyumri：約 16 万人、Vanadzor 約

15 万人、Kapan 約 4.5 万人）を擁している。近年、これら地方都市では農村からの住民流入によ

る人口の増加や都市化の進行により、戸建て住宅や中高層建築物の建設加速に伴い火災件数に増

加がみられていることに加え、山火事の発生が多いことと相まって消防出動件数が他の地方に比

べて多い。 

また、狭隘かつ急峻な地形が多く、寒暖差が激しい環境下で稼働している現有消防車両の損傷・

摩耗も著しいことから、これらの消防車両を更新させ、早急に消防体制を改善させることが喫緊

の課題となっている。2017 年 4月現在、これら 3地方に配備されている消防車両のうち約 9割は

旧ソ連時代に配備されたものであり、製造後 25 年以上経過していることから、車両と消防機材の

双方における故障が頻発している他、消防車両としての本来有すべき機能が損なわれた旧式消防

機材を使用していることから消防・救助活動に支障を来している。 

「ア」国の首都エレバン市を対象に「エレバン市消防機材整備計画」（2009 年 E/N 締結）が実施

され、28 台の消防車両が整備されるとともにソフトコンポーネントの実施を通じて消防車、はし

ご車を運用した効率的・効果的な消火・救助活動に向けたマニュアルが作成され、これらを用い

て運用指導が行われたため、首都圏の消防・救助体制は大きく改善を見せた。しかしながら、地

方部においては、上述したとおり依然として課題に直面している。 

以上の背景のもと、「ア」国政府はシラク、ロリ、シュニク地方における消防力の改善を重要課

題と位置づけ消防車両の整備（「消防機材整備計画」（以下、本プロジェクト）に向けた無償資金

協力を我が国に要請した。 
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本プロジェクトは、実施機関である救助庁にこれら消防車両を整備することにより、シラク、ロ

リ、シュニク地方における消防・救助活動を改善し、対象地域の住民の生命・身体・財産を火災

等から守り、地域の安全・安心を確保することを目的としている。 

1-2 「エレバン市消防機材整備計画」におけるソフトコンポーネント 

RS では、過去には旧ソ連製の消防車両を用いることを前提に規定された消防マニュアルを使い、

消防・救助活動を行っていた。 

2009 年 E/N 署名の我が国の支援により「エレバン市消防機材整備計画」を通じて日本製の消防

車両が調達されたことを契機に機材の操作・運用の習熟を要するとともに、種々の災害状況に応

じた対応と運用技術を刷新することになった。旧ソ連時代のマニュアルの刷新、消防車両の取扱

い及び消防技能を新たに身に着ける必要性が認められたことからソフトコンポーネントによる技

術指導が実施された。 

同ソフトコンポーネントにおいては、整備された機材を有効に活用する為、消防車及びはしご

車の適切な運用による効率的・効果的な消火・救助活動に必要となる知識・技術の習得を目的と

して、2010 年に①消防車及びはしご車を活用した消防・救助活動に係るアルメニア語版マニュア

ルの作成、②調達された消防車・はしご車の運用・消防活動技術および救助活動の指導を実施し

ている。ソフトコンポーネントの受講者は主にエレバン市の消防隊員（422 名）、国立危機管理大

学教員（4 名）である。その成果は現在もエレバン市の消防行政の現場レベルへ浸透しており整

備された消防機材が効率的・効果的に活用されている他、作成されたマニュアル類は教育・訓練

の為に継続的に活用されている。 

1-3 ソフトコンポーネントの必要性 

「エレバン市消防機材整備計画」でのソフトコンポーネントは、基本的にエレバン市内の消防署

配属の消防関係者を対象に実施されたものであり、本プロジェクトの対象地域であるシラク、ロ

リ、シュニク地方の消防署に配属されている消防隊員への技術移転は、一部の幹部職員を除き行

われていないことを確認した。本プロジェクトの対象地域の消防署に配属されている消防隊員は、

日本製の消防車両を用いて消防・救助活動を行った経験が乏しい。また、配備される消防車両は、

旧ソ連製の消防車両とは構造や性能面で大きく異なっていることから、新機材導入時には消防車

両を安全かつ効率的に運用できるようにするためにソフトコンポーネントの実施が不可欠である。

さらに、本援助の効果を高め、その成果の持続性を確保するためには、メーカーによる初期操作

指導に加えて、消防車とはしご車の運用技術を含めた消防・救助活動に係る豊富な経験と実績を

有する専門家によるソフトコンポーネントを通じた運用指導を行い、消防機材の効率的かつ効果

的な活用を定着されることが重要であると考えられる。 

1-4 必要な技術指導の内容 

「1-1 本体事業の概要と救助庁の現状」で概観したとおり、本プロジェクトの対象地域に配備

されている現有消防車両の大部分は、本来備えるべき機能・性能が著しく欠如していることに加

え、車両構造、消防機材および走行性能面等々で、本プロジェクトにより配備予定の消防車両と

は格段の違いが見られる。特にはしご車に関しては、安全装置操作手順やはしご車先端に装備さ

れたバスケットからの放水および建物内への進入による消火活動、更に中高層階からの逃げ遅れ
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た者を速やかに救出するための救助方法などについて、現有機材とは大きく異なる為、適切な運

用技術の習得が不可欠となる。 

よって、新規調達機材を安全かつ効果的に活用できるようにするため、「5-4 ソフトコンポーネ

ントの実施項目」に示した項目につき監修及び技術指導を行う。その概要は以下のとおり。 

消防車及びはしご車を活用した消防・救助活動に係るマニュアルの改訂 

調達される消防車、はしご車を用いた効率的・効果的な消防・救助活動に向けた技術指導 

2. ソフトコンポーネントの目標 

前述したとおり「エレバン市消防機材整備計画」で実施したソフトコンポーネントの実施により

エレバン市の消防隊員および国立危機管理大学教員の間ではその成果が浸透し、その持続性が確

保されていることを確認したことから、本プロジェクトの対象地域であるシラク、ロリ、シュニ

ク地方等の消防隊員に対する技術移転を実施するにあたっては、「エレバン市消防機材整備計画」

のソフトコンポーネントにより得られた技術レベルと同等の水準に到達することを目標とする。

また、技術移転の対象はシラク、ロリ、シュニク地方配属の消防隊員とし、人数は約 120 名とす

る。 

到達目標は、具体的には下記の 3点とする。 

改訂マニュアル（追補版）が整備され、継続的に使用されるようになる 

消防車による迅速・効率的な消火活動を行うことができるようになる 

はしご車による高所での消火及び救助活動が効率的に行えるようになる 

3. ソフトコンポーネントの成果 

3-1 継続的な消防・救助活動のためのマニュアルの整備 

「エレバン市消防機材整備計画」のソフトコンポーネントにおいて、以下のアルメニア語版マ

ニュアルが策定され、現在でも国立危機管理大学で正式な教材として継続的に使用されている。 

消防機材運用マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編） 

消防機材技術マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編） 

消防機材運用マニュアル（はしご車編） 

消防機材技術マニュアル（はしご車編） 

他方、本プロジェクトを通じて調達される予定の消防車両は、前プロジェクトで調達された消防

機材と比べて新たな機能が盛り込まれることから、本プロジェクトの完了予定時期である 2019 年

には上記 4つのマニュアルの一部を改訂増補させる必要がある。 

従って、本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントでは、既存のマニュアルを踏襲しつつ、

新機能を中心に反映させた安全管理及び消防活動技術等に関するマニュアルの改訂増補を行うと

ともに、運用指導を通じて対象 3 地方の消防隊員の間で運用技術を定着・継承できるようにする
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ことが重要である。 

3-2 消防車の運用技術及び消火技術の向上 

消防車を継続的に運用するために求められる保守・点検手法を習得するだけでなく、火災現場に

おける一般市民の避難誘導、車両の配置、2 台の消防車間ないしはしご車との連携、消防水利の

確保、消火・放水手法、救助活動等々の一連の作業を安全に、迅速・効率的に行うことが可能と

なる。 

3-3 はしご車の運用技術の向上 

はしご車を継続的に運用するために求められる保守・点検手法を習得するだけでなく、消防車か

らの消火水の中継、はしご車の起梯・伸梯・旋回操作、はしご車先端に装備されたバスケットか

らの放水および建物内への進入による消火活動、更に中高層階からの逃げ遅れた者を速やかに救

出するための救助活動など行う上での技術を習得し、火災種別・規模・危険性等に応じて、安全

に、迅速・効率的に消防・救急活動を行うことが可能となる。 

はしご車については誤った操作方法による転落や車両転倒等、消防隊員や住民をも巻き込む大事

故にもつながるリスクを伴う為、梯体操作時（特に、伸梯時の車体の安定性や架梯までの一連の

操作）に安全性を確保することができる。また、安全装置の故障時においても作業限界を把握し、

安全に梯体操作を行えるようにする。 

4. 成果達成度の確認方法 

消防車両を長期間に渡り効率的かつ安全に使用するためには、前プロジェクトにて策定されたマ

ニュアルを見直し、より実用的なものへ改訂する必要がある。そのために本プロジェクトを通じ

て調達予定の消防車両とエレバン市に配備された日本製消防車両との構造や性能・機能面での共

通点および差異を比較した上で、運用方法や安全管理方法などを反映させた追補版マニュアルを

作成する。 

追補版マニュアルの作成にあたっては本邦メーカー及び日本の消防庁の資料が正確にアルメニ

ア語に翻訳されることが条件となる。アルメニア語の追補版マニュアルの作成にあたり、「ア」国

内の翻訳業者数社を起用し翻訳照査を行うことに加え、RS 幹部、国立危機管理大学教員、対象 3

地方の消防隊員の見解も取り入れた上で、日本人技術者が監修し翻訳精度の向上を図る。同マニュ

アルは本ソフトコンポーネントの座学にて使用する予定であることから、下表のとおり講義前後

で試験を行いさらに受講者からアンケート調査を実施し、マニュアル内容に不明瞭な事項が散見

される場合には、該当事項の修正を行い将来の教育・訓練により効果的に活用できるようにする。 

技術移転の成果達成度の評価は、表１に示した確認方法、指数を用いることとする。成果達成度

をペーパー試験で判断することとし、その合格ラインを 90点以上とする。同ラインを下回る受講

者については、RSによる追加的な座学・訓練を受講するなどの措置をとることとする。 

技能目標及び達成度等を評定する試験のタイミングは表 1のとおり。 

役割の分担としては「消防技術指導（消防車）」と「消防技術指導（はしご車）」による座学実施

後、「技術指導補佐（消防）」が試験を行い達成度合いにつき解析する。また、試験問題の内容の
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検討・作成に際しては「消防技術指導（消防車）」、「消防技術指導（はしご車）」と協議し、RS 側

指導員チームと摺合せを行うことを想定している。試験内容や結果については常に「技術指導補

佐（消防）」が本プロジェクトの RS側責任者へ報告する。 

表 1 成果指標及び達成度の確認方法（案） 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

5-1 ソフトコンポーネントの活動概要 

本ソフトコンポーネントは、基本的には「エレバン市消防機材整備計画」で実施されたソフトコ

ンポーネントの内容を参考としつつ、対象地域特有の狭隘かつ急峻な地理的条件や寒冷地におけ

る消防・救助活動を行うことも考慮しトレーニングを行う。 

以下に述べる事項に着目してソフトコンポーネントを実施する。ソフトコンポーネントは既存マ

ニュアルの改定作業と技術指導に大別される。 

本プロジェクトのソフトコンポーネントは図 1の体制で実施する。 

前述したとおり「エレバン市消防機材整備計画」で実施したソフトコンポーネントによってエレ

バン市内の消防署配属の消防隊員および、国立危機管理大学教員の間ではその成果が浸透してい

達成度確認方法 達成度の指数

消防車両
成果の確認方法

消防車の技術指導内容 はしご車の技術指導内容

出動、水利確保、送水中継、放水活動準備、運用管理（共通）

教
室
内
で

の

仮
想
訓

練

中高層ビルでの活動（共通）
講義前後でそれ
ぞれの消防車両
について試験を

実施する

90点以上を合格
とする複数消防隊の相互協力（共通）

座
学

中高層建物の消防戦術と消火活動（共通）

講義前後で試験
を実施する

90点以上を合格
とする

消防活動と安全管理の基本原則（共通）

講義前後でそれ

ぞれの消防車両
について試験を
実施する

90点以上を合格
とする

自然水利、消火栓からの給水 安全な基本操作方法の習得

ホースカーへのホース積載とホー
ス延長、放水時のポンプ圧の確認

使用限界付近までの操作と安全装
置の起動確認

はしご車への給水訓練

―
はしご車を安全に整備するために
（メカニック向け）

基部操作員とバスケット搭乗員の
連携作業

ポンプ車間の中継送水と適切圧
力、ガンノズルの使用法

消防車からの中継と放水訓練

3連はしご、発電機、コンバイン

カッター、モニタノズル使用法

バスケットからのモニタノズル

（放水銃）による放水訓練

エンジンカッター、空気呼吸器の
使い方と、無線機の試験運用

安全運用再確認訓練

実

技
訓
練

消火ポンプ装置の操作方法と運用 梯体及びバスケットの操作台から
の操作方法
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ることから、これら技術移転の対象となった「ア」消防関係者の中から選抜されたチームが中心

となり既存マニュアルの改訂作業を行い、またシラク、ロリ、シュニク地方の消防署に配置され

ている消防隊員、RS本部の若手職員および国立危機管理大学の若手教員に対し技術指導（ソフト

コンポーネント）を行う。 

日本人技術者（コンサルタント）はこれらマニュアル改訂作業を監修し、また技術指導が適切に

行われているか監理し、必要に応じて助言を行う。 

「エレバン市消防機材整備計画」で 

ソフトコンポーネントを受講した「ア」国関係者 

国立危機管理大学職員 

エレバン市消防隊員 

ソ
フ
コ
ン

指
導
者

シラク、シュニク、ロリ地方の消防隊員 

RS 本部の若手職員 

国立危機管理大学若手教員 

ソ
フ
コ
ン

受
講
者

ソ
フ
コ
ン

監
理
・
指
導

消防技術者（消防車） 

消防技術者（はしご車） 

技術指導補佐（消防） 

日本人技術者（コンサルタント） 

技術指導（ソフトコンポーネント） 

指導の監督 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

日本人技術者（コンサルタント）：（助言、監修） 

RS 職員、国立危機管理大学教員：（作成） 

消防機材運用マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編）追補版 

消防機材技術マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編）追補版 

消防機材運用マニュアル（はしご車編）追補版 

消防機材技術マニュアル（はしご車編）追補版 

技

術

指

導

図 1 ソフトコンポーネント実施体制図
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(1) 継続的な消防・救助活動のための追補版マニュアルの整備 

「エレバン市消防機材整備計画」のソフトコンポーネントにおいて、策定された４つのマニュア

ル（消防機材運用マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編）、消防機材技術マニュアル（水槽付き消

防ポンプ車編）、消防機材運用マニュアル（はしご車編）、消防機材技術マニュアル（はしご車編））

をベースに、本プロジェクトで調達される予定の消防車両に備わる新たな機能や操作方法を過不

足なく追補版マニュアルへ反映させる。なお、マニュアルの改訂作業は RSが主体となり、消防を

専門とする日本人技術者（コンサルタント）が監修することにより、RS の自主性を最大限に引き

出しながら、対象地域の自然条件や災害状況に応じた内容を加味した改定となるようにする。 

(2) 消防車の運用技術及び消火技術 

対象地方に配備されている現有消防車の大部分は、頻繁に故障等が発生している為、消火・救助

活動を満足に行うことが出来ていないため、効率的に運用出来ていない。加えて消防車両のポン

プ等の不良により放水機能等が低下している。このような状況下、消防隊員は現有機材を使用し

ながら消防・救助活動を行っている。例えば、放水圧の低い消防ポンプを使用しているため、消

防隊員は十分な耐熱性を備えていない消防服で火元建物に極力接近し、消火活動を行わなければ

ならない等のリスクに直面している。 

他方、本プロジェクトで調達される消防車は高圧放水機能を備えており、かつ他の消防車への中

継送水も円滑に行うことができる。また、消防車に搭載された装備品についても、現有消防車と

比較して性能面および機能面の双方において著しく向上している。 

(3) はしご車の運用技術 

RS が保有している老朽化したはしご車は、はしご車としての機能を満足に果たせないだけでな

く、安全装置及びアウトリガーも故障している。また、はしご先端にはバスケットが装備してい

ないため、安全かつ効率的に消火・救助活動を行うことが出来ない。さらに、バスケットに加え、

モニタノズル（放水銃）も装備されていないため、消防隊員が放水器具を工夫して消火作業を行

わざるを得ないため、消防隊員は送水時のホースの反動により常に転落などの危険に晒されてい

る。 

本プロジェクトで調達されるはしご車にはモニタノズル付きのバスケットが装備されており、消

防隊員の安全性確保が格段に改善されることになるが、技術指導を通じて安全を確保しながら効

果的に運用する技能を習得、定着させることが必要である。 

5-2 ソフトコンポーネントに必要な技術 

ソフトコンポーネントを実施する技術者は表 2の要件を満たしていることを条件とする。 
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表 2 本ソフトコンポーネント実施者に必要な技術 

要員 要求技術

消防技術指導

（消防車） 

水槽を有する消防車を用いた消防・救助活動の実績を日本国内もしく

は第三国で有し、消防戦術・作戦に関する知見を有すること 

消防技術指導 

（はしご車） 

25m 以上のはしごを有するはしご車を用いた消防・救助活動の実績を

日本国内もしくは第三国で有し、消防戦術・作戦に精通していること 

5-3 ソフトコンポーネントの対象者（受講者） 

(1) 3 地方の消防隊員 

シラク、ロリ、シュニク地方に所在する 18ヶ所の消防署から約 120名の受講者を選抜する。各

消防署からの受講者は実際の消防活動を想定し、隊長、消防車の機関員、はしご車の機関員、一

般消防隊員から成る構成員を一チーム（6～7名）とする。 

日本人技術者は、追補分のマニュアルについて RS 講師（過去のソフトコンポーネント受講者の

若干名）に対し技術指導を行い、実技ではサポートを行うことで RS側の主体性を確保する。 

(2) RS 本部職員、国立危機管理大学教員 

「ア」国の消防教育の関係者である RS本部職員、国立危機管理大学教員のうち、「エレバン市消

防機材整備計画」でソフトコンポーネントを受講していない職員（約 5名）を優先的に選抜する。 

また、同大学の教員に指導を行うことによって、追補版のマニュアルが「ア」国の消防・救助の

将来を担う若い人材育成にも活用されることとなる。 

5-4 ソフトコンポーネントの実施項目 

本プロジェクトにおいては、安全確認の怠りや省略行為等のヒューマンエラーに起因する事故を

回避するために、2010 年に実施したソフトコンポーネントの内容と既存のマニュアルをレビュー

することに加えて、追加的に必要と思われる消防車両の操作指導を提案し、また、安全面に配慮

したマニュアルを作成する。 

この新旧マニュアルを有効に使用し、座学及び実技訓練を計画する。 

具体的には追補版マニュアル及び実技訓練には表 3の事項を盛込む。 
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表 3 ソフトコンポーネントの実施項目表（概要） 

技術指導 

5-5 ソフトコンポーネントの実施リソース 

ソフトコンポーネントの実施要員は、以下のとおり日本人技術者と RS 関係職員とする。RS 関係

者を活用する理由は「6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法」に示すとおりである。 

本ソフトコンポーネントでは、RS関係者が指導員となり対象地域配属の消防隊員（および RS本

部若手職員や国立危機管理大学所属の若手教員）に対し直接技術指導を行う。日本人技術者は、

備考

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

前回のソフトコンポーネントの活用

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

前回のソフトコンポーネントの活用

前回のソフトコンポーネントの活用

前回のソフトコンポーネントの活用

前回のソフトコンポーネントの活用

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

前回のソフトコンポーネントの活用
及び追加指導

座
学

消防車の技術指導項目 はしご車の技術指導項目

消防車両

中高層建物の消防戦術と消火活動（共通）

消防活動と安全管理の基本原則（共通）

出動、水利確保、送水中継、放水活動準備、運用管理（共通）

教
室
内
で
の

仮
想
訓
練

ホースカーへのホース積載とホー
ス延長、放水時のポンプ圧の確認

エンジンカッター、空気呼吸器の
使い方と、無線機の試験運用

ポンプ車間の中継送水と適切圧
力、ガンノズルの使用法

3連はしご、発電機、コンバイン
カッター、モニタノズル使用法

はしご車への給水訓練

自然水利、消火栓からの給水

中高層ビルでの活動（共通）

複数消防隊の相互協力（共通）

安全運用再確認訓練

はしご車を安全に整備するために
（メカニック向け）

実
技
訓
練

―

消火ポンプ装置の操作方法と運用 梯体及びバスケットの操作台から
の操作方法

安全な基本操作方法の習得

使用限界付近までの操作と安全装
置の起動確認

基部操作員とバスケット搭乗員の
連携作業

消防車からの中継と放水訓練

バスケットからのモニタノズル
（放水銃）による放水訓練

マニュアルの改訂 

1. 現行マニュアルの評価（使用可能か仕分け作業） 

2. マニュアルの改訂作業 

消防機材運用マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編）追補版 

消防機材技術マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編）追補版 

消防機材運用マニュアル（はしご車編）追補版 

消防機材技術マニュアル（はしご車編）追補版
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RS 指導員が主体となる一連の技術移転活動を側面からサポートし、またその実施の監理を行う。 

なお、アルメニア語の追補版マニュアルの作成及び確認作業には以下（3）の現地通訳・翻訳業

者を起用することとする。 

(1) 日本人技術者 

本邦コンサルタント会社からの日本人派遣要員とその派遣期間は表 4、表 5に示したとおりであ

る。 

日本人技術者は原則、消防関連の経験者とし 3号とする。 

表 4 日本人派遣要員（現地作業） 

担当 内容 派遣期間

技術指導補佐 

（消防）（3号） 

① 補佐業務： 

ソフトコンポーネントでは、3地方、18消防署の隊員の技術

指導を行うため 1 回の講座で約 10 グループから成る受講者

チームの指導を行うことになり「消防技術指導（消防車）」、

「消防技術指導（はしご車）」の 2 名だけでは技術指導を監

理することは困難となることが想定される為、「技術指導補

佐」が下記２名の指示を受けながら、技術指導監理の補佐を

行う。 

②業務調整： 

ソフトコンポーネント期間中の RS との各種アレンジ、書類

作成等の業務 

③技術指導期間中における安全管理： 

技術指導期間における安全管理を行う。特にはしご車の高所

作業の指導期間中に事故が発生しないよう、事前に「消防技

術指導（はしご車）」と安全管理について打合せを行い対策

を講じる。 

④RS 幹部、国立危機管理大学関係者への報告： 

技術指導後半に RS 幹部、同大学関係者へソフトコンポーネ

ントの総括として最終報告を行う。 

35 日 

（1.17M/M）

消防技術指導 

（消防車）（3号）
消防車の運用及び消火技術の監督を担当 

44 日 

（1.47M/M）

消防技術指導 

（はしご車）（3号）
はしご車技術、運用指導の監督を担当 

46 日 

（1.53M/M）
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表 5 日本人要員（国内作業） 

担当 内容 作業期間

技術指導補佐 

（消防）（3号） 

RS が現在使用しているマニュアルの、電子データの整理を

行い、改定等が必要な箇所を「消防技術指導（消防車）」、「消

防技術指導（はしご車）」と協議を行う。 

その他業務調整 

2 日 

（0.10M/M）

消防技術指導 

（消防車）（3号） 

RS が現在使用しているマニュアル（消防車）の分析、打ち

合わせ 

3 日 

（0.15M/M）

消防技術指導 

（はしご車）（3号） 

RS が現在使用しているマニュアル（はしご車）の分析、打

ち合わせ 

3 日 

（0.15M/M）

(2) 「ア」国側関係者 

以下の「ア」国関係者は追補版マニュアル作成を主体的に行う他、誤訳されていないか等内容の

照査を日本人技術者および現地通訳・翻訳業者と連携しながら行う。また、実技訓練に際しては、

日本人技術者の監理の下、選抜された指導員が、対象地域の消防隊員等に対して技術指導を直接

行う。これら要員は表 6のとおり、本プロジェクトの RS 側責任者と協議のうえ選抜する。 

表 6 「ア」国側要員 

担当 内容 期間

RS 本部職員 
「エレバン市消防機材整備計画」でソフトコン

ポーネントを受講した幹部クラス職員 
必要期間

国立危機管理大学教員 
「エレバン市消防機材整備計画」でソフトコン

ポーネントを受講した教員 
必要期間

その他 

（エレバン市消防隊員等） 

「エレバン市消防機材整備計画」ソフトコンポー

ネントを受講し、現時点においても日本製消防車

両を使用している消防隊員 

必要期間

(3) 補助要員 

アルメニア語通訳・翻訳担当を兼ねたソフトコンポーネント実施の補助要員として現地エンジニ

アを起用する。担当業務内容と採用期間は表 7のとおり。 
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表 7 現地採用エンジニア（兼通訳、翻訳） 

担当 内容 期間

技術補助要員 1

（通訳兼務）

日本人技術者の「消防技術指導（消防車）」の補助作業と

通訳を担当し、マニュアル類の翻訳作業を行う
34 日

技術補助要員 2

（通訳兼務）

日本人技術者の「消防技術指導（はしご車）」の補助作業

と通訳を担当し、マニュアル類の翻訳作業を行う
36 日

運転手
技術指導補佐（１名、消防技術者(2 名)、通訳（2名）の

訓練場と RS 本部間の移動の為
40 日

5-6 ソフトコンポーネントの実施方法 

本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントの前半部分は、日本人技術者及び現地の技術補助

要員の合計 4名体制で、既存マニュアルの改訂作業を行う。 

追補版マニュアルの作成作業は、調達機材が現地に到着し、メーカーによる初期操作指導が終了

する時期には完了していることを想定している。また、本ソフトコンポーネントの技術指導では、

同じ講座・実技訓練を二度実施することとする。その理由は、受講者は 3 地方の各消防署から選

抜された消防隊員であり、ソフトコンポーネント実施の為に、これら受講者を一度にエレバン市

に召集し訓練中に、対象地域の管轄内にて大規模災害など不測の事態が発生した場合に、消防・

救助活動に支障を来すリスクが懸念される為である。このような事態を回避するためにも、講座・

実技訓練を二度行うことで、消防防災上のリスク分散を図る必要がある。 

ソフトコンポーネントのスケジュール（案）は表 8のとおりである。  
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表
 8
 
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
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計
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案
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3
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8
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4
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水

木
金
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金
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3
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3
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3
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3
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3
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3
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3
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4
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4
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4
2

4
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4
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1
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3
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5
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7
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9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

3
4

3
6

4
0

延
べ

日
数

技 術 指 導 補 佐 （ 消 防 ）

移
動

（
往

復
）

3

3
6
 
日

(
日

曜
除

く
)

現 地 傭 人

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

日本発⇒モスクワ

座学の監理及びサポート

マニュアルの校正、統合作業

マニュアルの校正、統合作業

教室内での仮想訓練の監理及びサポート

RSとマニュアルの内容の最終確認

教室内での仮想訓練の監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

成果達成状況の確認（試験）

成果達成状況の確認（試験）

成果達成状況の確認（試験）の分析

3
2

合
計

（
日

）
3
5

消 防 技 術 指 導

( 消 防 車 ）

移
動

（
往

復
）

3

日本発⇒モスクワ

成果達成状況の確認（試験）

成果達成状況の確認（試験）

RS幹部、大学関係者と総括

帰国、エレバン発

日本着

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

実技訓練監理及びサポート

実技訓練監理及びサポート

RSとマニュアルの内容の協議

RSとマニュアルの内容の最終確認

RSと講義内容の成果分析

教室内での仮想訓練の監理及びサポート

エレバン着、

日本大使館訪問、RSと方針の確認協議

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
座

学

第
一

講
座

目

教
室

内
仮

想
訓

練
第

一
講

座
目

実
技

訓
練

第
一

講
座

目

座
学

第
二

講
座

目

RSと講義資料作成：1日目
（既存マニュアル改訂箇所の整理）

RSと講義資料作成：2日目

（既存マニュアル改訂箇所の整理）

RSと講義資料作成：3日目

（水槽付消防車の消防活動①）

中高層建物の消防戦術と消火活動

消防活動と安全管理の基本原則

火災出動、水利部署、送水中継、放水活動に至る流れ、運

用管理

中高層ビルの活動

複数消防隊の相互協力（ポンプ車、はしご車）

消火ポンプ装置の操作方法と運用

RSと講義資料作成：4日目

（水槽付消防車の消防活動②）

RSと講義資料作成：5日目
（水槽付消防車の消防活動③）

RSと講義資料作成：6日目

（消防ポンプトラブルシューティング）

RSと講義資料作成：7日目

（水槽付消防車の運用管理①）

RSと講義資料作成：8日目

（水槽付消防車の運用管理②）

3連はしご、発電機、コンバインカッター、モニタノズル使

用法

教
室

内
仮

想
訓

練
第

二
講

座
目

実
技

訓
練

第
二

講
座

目

帰国、エレバン発

日本着

中高層ビルの活動

複数消防隊の相互協力（ポンプ車、はしご車）

消火ポンプ装置の操作方法と運用

3連はしご、発電機、コンバインカッター、モニタノズル使

用法

エンジンカッター、空気呼吸器の使い方と、無線機の試験

運用

エンジンカッター、空気呼吸器の使い方と、無線機の試験

運用

中高層建物の消防戦術と消火活動

消防活動と安全管理の基本原則

火災出動、水利部署、送水中継、放水活動に至る流れ、運

用管理

自然水利、消火栓からの給水

積載機材の諸元性能と取扱法及び機能確認訓練

ホースカーへのホース積載とホース延長

放水時のポンプ圧の確認

はしご車への給水放水訓練

ポンプ車間の中継送水と適切圧力

ガンノズルの使用法

ソ
フ

ト
コ

ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
4
1

合
計

（
日

）
4
4

自然水利、消火栓からの給水

積載機材の諸元性能と取扱法及び機能確認訓練

ホースカーへのホース積載とホース延長
放水時のポンプ圧の確認

はしご車への給水放水訓練

ポンプ車間の中継送水と適切圧力

ガンノズルの使用法

消 防 技 術 指 導

( は し ご 車 ）

移
動

（
往

復
）

3

日本発⇒モスクワ

エレバン着、

日本大使館訪問、RSと方針の確認協議

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
座

学

第
一

講
座

目

教
室

内
仮

想

訓
練

第
一

講

座
目

実
技

訓
練

第
一

講
座

目

日本着

RSと講義資料作成：1日目
（既存マニュアル改訂箇所の整理）

RSと講義資料作成：2日目
（既存マニュアル改訂箇所の整理）

RSと講義資料作成：3日目

（はしご車の消防活動①）

RSと講義資料作成：4日目
（はしご車の消防活動②）

RSと講義資料作成：5日目

（はしご車の消防活動③）

はしご車の安全整備（メカニック向け）

座
学

第
二

講
座

目

教
室

内
仮

想

訓
練

第
二

講

座
目

RSと講義資料作成：9日目

（はしご車の故障、損傷事例）

RSと講義資料作成：9日目

（基礎力学）

4
3

合
計

（
日

）
4
6

実
技

訓
練

第
二

講
座

目

帰国、エレバン発

複数消防隊の相互協力（ポンプ車、はしご車）

梯体及びバスケットの操作台からの操作方法

基本操作方法の習得

使用限界付近までの操作と安全装置の起動確認

中高層建物の消防戦術と消火活動

消防活動と安全管理の基本原則

火災出動、水利部署、送水中継、放水活動に至る流れ、運

用管理

中高層ビルの活動

複数消防隊の相互協力（ポンプ車、はしご車）

基部操作員とバスケット搭乗員の連携作業

水槽付き消防車からの中継と放水訓練

バスケットからの放水銃による放水訓練

安全運用再確認訓練

ソ
フ

ト
コ

ン

ポ
ー

ネ
ン

ト

バスケットからの放水銃による放水訓練

安全運用再確認訓練

中高層建物の消防戦術と消火活動

消防活動と安全管理の基本原則

火災出動、水利部署、送水中継、放水活動に至る流れ、運

用管理

中高層ビルの活動

梯体及びバスケットの操作台からの操作方法

基本操作方法の習得

使用限界付近までの操作と安全装置の起動確認

基部操作員とバスケット搭乗員の連携作業

水槽付き消防車からの中継と放水訓練

RSと講義資料作成：6日目

（はしご車トラブルシューティング）

RSと講義資料作成：7日目

（はしご車の運用管理①）

RSと講義資料作成：8日目
（はしご車の運用管理②）

RSと講義資料作成：9日目

（はしご車取扱の原則）

合
計
（
日
）

合
計
（
日

)

技
術

者

（
消

防
車

）

技
術

者

（
は

し
ご

車
）

運
転

手

（
ミ

ニ
バ

ス
）

3
4
 
日

(
日

曜
除

く
)

合
計
（
日
）

4
0
 
日

(
日

曜
除

く
)
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6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントにより指導・移転する技術は、消防車両に熟知した消防・救助の専門家

が有する技術である為、基本的には本邦コンサルタントによる「直接支援型」とする。但し、同

コンサルタントは、前回のソフトコンポーネント実施を通じて RS 側に蓄積・継承されている消

防・救助技能を最大限に活用して行われる今次技術移転活動を監理・助言する役割を担う。 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

本体事業とソフトコンポーネントの実施工程は表 9のとおり。 

表 9 本体事業とソフトコンポーネント計画工程表（案） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

　　閣議決定

　　交換公文（Ｅ／Ｎ）

所要月数

ソフトコンポーネント

機材検収・引渡し

初期操作指導・運用指導

　　コンサルタント契約

実施設計

計画内容の最終確認

機材仕様等のレビュー・入札図書作成

業者契約

入札及び評価

図面渡し、内説

入札公示

入札図書承認

機器輸送

出荷前検査、船積前検査

機器製作

製作図確認・準備

調達監理

開梱・調整・試運転

ソフトコンポーネント完了報告書

消防車

はしご車

マニュアル作成

座学及び実技講習

マニュアル作成

座学及び実技講習

約4.5カ月

約17.5カ月

約14カ月

講座①

講座②

講座①

講座②

作成
提出

約1.6カ月
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8. ソフトコンポーネントの成果品 

本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントでは以下を成果品とする。 

Progress Report（進捗報告書） 

消防訓練マニュアル（追補版）（全 4種） 

講義資料 

各種収集資料集 

ソフトコンポーネント完了報告書 

8-1 ソフトコンポーネント完了報告書 

「ソフトコンポーネント・ガイドライン（第 3版）」に準拠した「ソフトコンポーネント完了報

告書」を作成し、成果品とする。なお、状況に応じて「ソフトコンポーネント実施状況報告書」

を「ア」国と JICA に提出する。使用言語はアルメニア語と和文とする。 

8-2 Progress Report（進捗報告書） 

ソフトコンポーネントの進捗状況を確認した上で Progress Report を「ア」国側に提出する。 

使用言語はアルメニア語とする。 

8-3 消防隊員の教育訓練マニュアル 

「5-1 (1)継続的な消防・救助活動のための追補版マニュアルの整備」で述べたとおり、既存マ

ニュアルの改訂を行い、これらを成果品とする。改定するマニュアルは以下のとおりとし、使用

言語はアルメニア語とする。 

主な改定内容は、新規機材に対応したマニュアルの追補、凍結防止対策などを想定しており、特

に入札の結果次第では現有はしご車と異なる構造のはしご車が調達されることが考えられるため、

この機材に適合した項目も新たに追補する必要がある。 

消防機材運用マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編）追補版 

消防機材技術マニュアル（水槽付き消防ポンプ車編）追補版 

消防機材運用マニュアル（はしご車編）追補版 

消防機材技術マニュアル（はしご車編）追補版 

8-4 講義資料 

講義資料は上記マニュアルを使用するが日本の消防庁の事例等を紹介した副教材を使用するこ

ともある。使用言語はアルメニア語とする。 

8-5 収集資料 

ソフトコンポーネント実施中に撮影した写真、収集した資料は取り纏めた上で、成果品の一部と

する。使用言語はアルメニア語とする。 
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9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

ソフトコンポーネントに必要な概略事業費は表 10のとおりである。 

表 10 ソフトコンポーネントの概略事業費 

（単位：円）

ソフトコンポーネント費①+②+③ 16,400,360

①直接人件費 3,975,900  

②直接経費 4,154,588  

③間接費 8,269,872  

10.相手国側の責務 

10-1 ソフトコンポーネント実施時の先方負担事項 

ソフトコンポーネント実施時の「ア」国側の負担事項は以下のとおりである。 

ソフトコンポーネント実施の教室と訓練用のスペースの確保。訓練場には、はしご車訓練

用施設を含む（安全管理含む） 

受講者の選定 

受講者の旅費等の諸経費 

消防訓練に必要な水、消火剤、燃料 

RS 側の指導者の選定 

10-2 ソフトコンポーネント実施以降の先方負担事項 

RS では、「エレバン市消防機材整備計画」で実施されたソフトコンポーネントにて策定されたマ

ニュアルを消防隊員の教育・訓練の目的で現在でも使用している。特に国立危機管理大学では、

同マニュアル類を正式な教材として継続的に使用していることから、本プロジェクトのソフトコ

ンポーネントで作成する各種教材および実施される内容も同様の扱いになる。 

本ソフトコンポーネントで実施される技術指導や作成される追補版マニュアルは RS や国立危機

管理大学におけるに正式に引き継がれ、継続的に使用され、消防救助隊員の技術向上に活かされ

ることが期待できる。 
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6. 参考資料 

6.1 対象地域内にある全消防署（18 ヶ所）の車庫の現状写真 

対象地域内にある全18ヶ所の消防署の車庫の外観写真を以下に示す。 

6.1.1 シラク地方（6消防署） 

No.48  Gyumri 消防署 No.49  Artik 消防署 

No.50  Amasia 消防署 No.51  Maralik 消防署 

No.52  Ashotsk 消防署 No.53  Akhuryan 消防署 

- a 66 -



6.1.2 ロリ地方（7消防署） 

No.37  Vanadzor（東）消防署 No.38  Vanadzor（西）消防署 

No.39  Gugark 消防署 No.40  Alaverdi 消防署 

No.41  Stephanavan 消防署 No.42  Spitak 消防署 

No.43  Tashir 消防署 

- a 67 -



6.1.3 シュニク地方（5消防署） 

No.54  Kapan 消防署 No.55  Goris 消防署 

No.56  Meghri 消防署 No.57  Sisian 消防署 

No.58  Kajaran 消防署 
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